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遛
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货
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b
e
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な
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脉
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す
な
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容
爲
に
支
挪
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!
せ 

ざ
る
僙
務
歡
に
對
す
る
债
務
を
取
立
て
、
若
し
滿
足
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A
支
拂
を
科
ざ
る
跋
合
に
は
^
^
の
氏
名
を
所
狐
黑
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雜

，

(S
c
hwarzen
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R
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載
し
V
之
を
其
個
缽
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厕
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洛
肩
に
通
知
す
>̂
>
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■の
方
り
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邦
に
於
て
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货
金
歲
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近
年
績
驗.
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高
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货

唆:1
-
-
な
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も
0.
ホ
»
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を
苋
れ
ん
が
像
め
其
猶
務
漭
の
身
許
調
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嚴
忙
^

る
必
袈
止
之
れ
が
鄭
門
の
典
信
衡
を
起
し
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に

內
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發

行

し
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'
'
:
手

形

の

不

渡

財

產

の

差

押

等
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.事
項
を
報
告
し
又
は
货
金
營
業
漭
ス
大IE
一
一
年
十
月
现 

花
に
依
れ
杖
朿
琼
市
內
及
郡
都
に
於
け
る
大
小
谪
步
貨 

は
五
西
四
十
八
八
釭
數
べ
此
外
に
金
融
會ah
の
高
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付
を
業
^
す
る
も
の
尠
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ず)
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の
侬
®
に
應
じ
て
债
務 

翁
の
身
許
を
調
赉
じ
又#
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不
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傲
務
者
を
列
皋
し
れ 

.る
僙
務
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便
®
を
骰
行
し
'

V
:

條
随
潘
の
.參
溽
は
供
せ

彼

r.
r
Q

千
A
西
八
十
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以
^
.»
逸
に
於
セ
^

に
大
な
る
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^
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て
^
.れ
る
も
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に
倩
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改
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®
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_( 

K
r
e
d
r-
V
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form vereine )

な
る
も
の
あ
り
。
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協
會«-
其
«
&
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全
*
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す
^
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^
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,
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に
於
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^
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所
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得
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範
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受
く
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の
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す
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報
吿
材
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せ
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な
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。
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在
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又
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又
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得
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シ
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す
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又
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す
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あ
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典
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な
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あ
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を
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。
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猶
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と

を
||
0
は
.ず

之

を

免

る 

能

拟b

る

為
0
.浓
4
ぼ
”
論

ん

猶

者(5
1
.ぁ
：*!
>

て

は

領

事
 

&

寧̂

.*
に

從

事

す

る%
の

有
&
ざ

る

が

，
故

に

.典

眞

相

0

S

2

0
一
二.

)

雜

錄

IV
.外
.，興
倩
制
度
の
研
究

l

^I

る
it

無

.か
^

ベ
 

<

、

.

及
娘
渚
に
；あ

は

領

事
&

 

4

 

4

.

足
の
職
f

有
す
る
が
故
：に
精
密
な
る
調
嫌
に
從 

事
す
る
能
は
中
座
時
にs
r

p
'0

職
業
上
の
利
®

.

に
/X

す 

^

*

合
.

あ
■

る
を
以
て̂

に
滿
J&

な
る
報
象
を
與
ふ
る-C 

と
能
：は
る
ざ
'べ

し
,0

近
時
領
事
雜
附
»

の
又
は
«
立

せ

名

，
'
门

在

外

國

商

業 

會

誠

所
 J

(
H
a
n
d
e
l
s
k
a
m
m
e
m

 

i
m

 

A
u
s
l
a
n
d
e
)

を

^

信

機
關
ヒ
し
て
自
键
輸
出
資
易
の
爲
め
に
利
用
せ
ん
事
を 

提
講
す
る
も
0*
あ

り

。

勿

論

此

^

は

與

觸

質

爲

を

別

す 

.

べ
：:^
ビ

雖

も

之

に

依

り

て

勝

し

き

信

用

綱

鸯

に

關

す

る 

要
求
(1
滿
*
を
與
上
ゐ
は
是
亦
»1
待
し
難
き
の
み
な
ら 

す
、へ
瓶
か
る
半
宫
的
機
關
に
依̂
イ
信
用
調
®
に
臨
む
• 

が
如
き
は
®
も
愤
し
むV

き► 」

S
な
り
i
す
。
蓋
し
個 

A
的
企
業
心
こ
を
斯
介
る̂

業
に
最
も
克
ぐ
適
常
す
る. 

も
の
.
.に
し
て
拉
又
實
|§
贸
縣
場
裡
'に
於
て
益
々
成
功
す 

^
が
流

-s
.ベ
，き
毛
の
^
々
？
.米
國
ブ
ラ
ッ
ド
.
ス
ト
リI 

t
及ダンょコムバ二

. 

|の
兩
典
信
所
_
逸
シ

.ム
:̂
ル 

ブ
フ
，チ
ン
グ
典
倩
所
英
國
セ
、イ
ドat
他
の
太
典
猶
所
等

m
七
號

一



m

筇
十
‘舱

(
】

〇
1三) 

'雜

錄

.内
外
¥
估
_
搜
の
研
究

漱
脒
に
諸
外
^

i

典
支
炻
を
歡
骰
し
就
中
で
フ.；
ド
‘

5

 

, 

.ト
リ
ー
ト
»
侰
«
の
內
外
個
0
支
俯
の
數
«
诃
七
汍
# 

■
所
鉍
及
び
細
浪
:0
沐
_
の
み
1-
て
_
務
衿
の
數
六
西
. 

人
を
姐
ゅ
ヵ
必
撇
況
％
々
-°
何
务
«
典
僧
所
奶
相
冱
間 

に
述
絡
4>
l

.:
®

W

H-l
!

s
rK
l
«
f
f
l
ff
i

®

0

0

©

*

^

L

9
 

\ 

、
あ
h
:

°今
n
輸
出
贸
與
に
從
琳
す
る
，も
の
は0
.ら

外.1 

國

興

僧

所

の

阽

報

载

賴

澈

れ
4

鄭

又

は

囘

報

依

賴

游

打

| 

る
こ
i
を
^
代
施
«
郝
必

義
務
で
な
す
の
：風
！

2
#

:^:

發

.

j 

生
す
る

{-
-

茧
れ
勿
％
此

等
:0
補
肋
機
關
を
仔
細
に
：利
用，
一
 

す
る
こ
ビ
は
»
國
輸
出
贸
為
に
取
ぅ
て
切
奶
蕻
ま
し
き：j 

Mi
に
/'
L

て
之
に
^

b
 て
•{
!
!來
#

^

K/;
!
>
國
 

&

«易

に
#

一
 

ふ
^
險

を

免

る

、
.こ

と

を#
べ

き

な

：
e

o

;

:
■-
'

.

.
 :

.
r
、
|

、
八

：
讀

瞿

德

す

名

雙

及

危

險\

な

す

從

齑

業

佌

界

に

取

り

て

洧

_

の

事

じ

し

て

5C
.I
1
1
J
か 

に

商

等

な

：

.
る
：國

奴

«

濟

的

意

咏

に

於

け

汸

生

産

的

經

營 

な
冬
に
名
拘
孓
^
實
業
||
:
界

;1
;
於
て
.

は
何
此
_

_

1:
對 

し

茈

當

な

ふ

理

解

を

初

せ

す

し

て

之

ほ

對

^

獨

斷

的

批

站
七
號

1

二
六

雛
を
加
.ふ
る
も
の
お
り
々
.成
は
眞
赞
*
る
信
用
通
侰
.の 

園

難

な

：
る
を
‘思
は
ず
敗
は
之
.に
要
す
る
倣
少
の
出
费
を 

惜
み
て
取
引
先
を
通
じ
て
他
人
の.信
;1
1
を
照
#
す
る
の 

方
法
を
採
る
も
'
®
.
あ
り
。
典
.
货
柒
家
の
內
に
は
過
大 

の
sg
求
を
み
し
て
典
囘
報
の
茈
確
を
求
め
然
も
 
'一
度
微 

細
な
る
I
g
mあ
ら

，ん
か
勿
|
も

•

之
が
興
.

信

所

©
不

JE
X
は 

狡

猾

'に

进

づ

か

，ざ

る

や

そ

凝

ひ

®

だ

寬

藤

な

ら

ざ

る

も 

0
あ

て

如

何

に

«
上
な
る
方
-法
を
以
て
す
る
も
何
且

： 

f

ベ
か
ら
ざ
る
i

に
對
し
て
す
も
興
信
所
に
對
し 

財
產
土
又
は
刑
法
上
の
贲
任.を
叫
は
'
,ん
会
，す
る
*
あ 

ふ
0̂
斯

の

如

き

は»
信
所
が
典
®
ぬ

上
^
用
保
險
#
社 

に
非
ざ
る
こ
^
を
磁
却
し
^
る
も
'0
な
り
、
何
んV 」

な 

れ
ば
奥
信
所
の
徵
氣
す
名
料
金
冲
に
对
何
^

危
險
に
對 

す
：る
槐
瞼
料
を
含
ま
す
、
唯
、
僅
少
な
る
手
數
料
に
過
ぎ
，
 

ざ
れ
ぱ
な
ぅ
。
次
如
何
に
信
賴
す
'

ベ
き
囘
報
を
#
た

>
9 

ざ
て
す
る
も
：、.
辎
間
潘
は
'唯
、.之
に
の
‘み
依
賴
し
齒
ら
詮 

梁
を
怠
る
ベ
き
に
必
ら
ざ
る
な
b

o

殊
に
密

!H
J
謝
が

 ̂

辎
即
に
隙
し
.て
只
0
已
が
倍
用
を
與
へ
ん
i
す
る
人
の

_
s
s

 ̂,

n

氏
^

:の
.

み̂

R

L

て f ,

jt

JJ
i

■.へ..
^

マし'す
.る
傭
:«
.'
0
_刊
_
®

及

*
問

の

邳

的

着

'紐

锨

せ

ざ

^

^
場

合

■. 
1C
.於
て

#

に

^

_苟
^

犬
な
る
#

;[
1

1

め
埸
合
は
於
，て.
は
興
.
_ 

決
宛
を̂

V

に
至
る̂

は
は
常
に
必
す®
:

.

々
の
*
而
'^

6
報
^
を

求

め

；ざ

る

べ
.か
ら
.ざ
'る
«
り
。

.
'■/
.:

.外

國

に

淤

て

昶

鑛

度

に

關

し

特

に

繼

な

る

现

象

\ 

は

他

人

の

信

用

狀

傩

を

質

四

す

な

が

如

き

は

其

れ

囪

體
 

:
§
に

他

，人

に

對

す

る
w

^
fK
i
不

信

を

示

ず

も

：
の

に

し

て
 

乜

他

人

の

僧

用

漱

璐

は

_

上

之

：を

|1
薇

す

る

の

常

な
 

る

に

典

信

所

似

,a:
,令

摘

凝

す

る

も

め

な

名

が

故

に

決

^

て
商
潔
な
名
^
業
に
非
ず
4

0
舰
念
.が
樹
廣
く
#
.
狂
す 

名
こ
ゼ
嚴
な
'V
V
Jす
。
观
國
に
ば
幸
に
斯
か
る
俄
善
的 

游

'«
觀

念

の

，存

在

：せ

る

：を

见

-^
、

然
b
.而

し

て

今

：
：
：

.，の

I 

僻
川
取
^
1:
伴
ふ
^
喪
を
救
濟
せ
ん
s

:f
^
は

ば

必

步
パ
 

や
成
和
度
め
公
表
の
必
要
な
石
志
ふ
特
に
狻
言
の
耍
な

一
 

C 

I
I 

■ 

_ 

\
>
|

V 

-J 

• 

' 

. 

..

,I 

. 

i
,
. 

( 

. 

.

.

.

. 

. 

. 

'
: 

•
'
.
.-

.
 

一

，

，
-.
 

.

.
V
. 

へ' 

'
•
-
.
.

.

f

 

.誠
嵩
及
见
識
を
咐
し
て
經
營
せ' 

哂
大
典
猶
撕
は
诹
-^
此
缺
々
^
か
:^
ざ
名
公
表
の
程
度

滞

十

他

(
l
o
t
i
l
a

雜

錄
.

：

内
外
塊
倍
，制
沏
の
妨
究

を
'«

表
^

る
4

0
な
り
而
し
て
此
等
のM

信
所
ね
世
人 

0.

信
用
ど
対敬
-
;
J.

は
値
す
ベ
.

i

の
に
し
.て
唯
、
？
基
碰 

'

の
强
1s
t

な
ら
ぞ
る̂

3

げ
^

る
»

®

rf
r

_
li

對
し
て
特
に 

■

戒 
0

耍
ぁ
な
の
み 
>
'〔

：.：
 

:
、
：

':
:

:-
'

■

:

.

.

勿
論
此
公
：表
は
十
分.
の
熟
虛
を
伴
は
ざ
を
ベ
か
らt
 

即
も
'0
;

1

#

#

所
の
報
舞
は
典
§

侬
賴
人
共
じ
之
を 

始
め
じ
定
め
が
るi

的
以
外
：！

2

使
用
变
ベ
炉
ら
中。
il
l

 

に
典
信
所
は
枕
料
を
提
供
し
忆'る
も
の
に
對
し
て
は
、 

之
が
爲
め
に
迷
惑
を
蒙
ら
ざ
な
様
十
分
ゆ
撕
證
¥

與
へ 

ベ
か
ら
ず
。
興
信
所
は
依
«
人
を
し
て
其
报
街
を 

他

人
(:
$

:

げ
ざ
ろ
べ
き
こ
ど
を
約
せ
し.め
、

' 

苦
し
侬
賴 

^

不

注

截
■!

り
-L
T

_

«

^

性
^

取
る
盼
は
之
が
0
 

猶
を
な
さ
む
む
る
の
樹
則
を^

約
す
'

べ
し
。
而
し
て
此 

報
街
が
濫
用
：
.

に
.

略
，ら

ざ
る
、ベ
き
方
法
を
能
上»

々
*
す 

z

:

?

.f
f
p
p
\ 

多

數
0

人
々
の̂

;|
-

]

を
3-
1

'̂
^

に
»,
か
れ 

る
'

典
信
所
が
此
方
法̂
龜

當

に

桃

^

る
こ
ビ
を
料
す
し 

邝
秘
密
の
璐
守
を
撚
榜
す
る
胳
は
却
.
_て
弊
»

を
#

ふ
 々

し
.:
'

0

'

彼
：の「

シ
,

ム
メ
ル
.

，•フ

フ
.̂
.

\

:

グ」

興
信
所
の
_

朽
，動
の

節
七
.號

*̂ -•4

七

糾̂

^

敷
翳
11

I
|
I

!

1
I

I
k
1：
粒

|!：I
I
\i：

1

S



奶
1h
#

C

1
0ニ
®

雜

錄

、
W
外
則
倚
制
度
の
■研
究

辩
七
號

1

二
八

如

き

:•
«
此
點
は
於
て
茈
 ̂

^
.
涉
を
進
め
た
名
も
の
と1.K 

ふV 
く
同
興
僭
所
林
调
報
女
節
存
著
に.知
ら
し
む
る
：こ 

ビ
を
拟
則
と
し
て
は
禁
止
せ
ず
、
只
之
を
爲
さ
ん
ビ
す 

る
知
の
は
典
信
所
の.認
飭
證
を
求
む
各
3

-i
を
必
：要
？ 

し
、
；1
將
來
^

3省
べ
含
興
信
所
0
手
數
及
赀
用
を
偾 

ふ
爲
^
に

1
楚
‘
0

#數

料

を

納

付

せ

し

む

’る

こ

ど

を

條 

仲
ビ
な
せ
：&

,°
パ

.
‘■.
•
•
.
.
[•
'
;.'
■
'
.:
'
'.
•
: 

'
'■

.次
に
大
典
猶
所
に
液
ち
て
は
其
勢
カ
甚
だ
大
な
る
が 

故

に

^
の

*
用
に
'®
t
て
は

別
に
法
律
上
の
規
定

の
.必
：製
？

o
h然

ら

ば
-#
に

換

證

靈

を

要

す

ベ

き

點
如
何
。
'
-
:
V
V
.
/
.

バ
；.

,. ：7

.

?

九

'
.興

信

所^
立
後
'
:

法
#
を
似
て
.先
^

宠̂
を
喪
す
务
は
、
職
業
ご
し
て 

信
用
瓶
僧
の
事
に
從
ふ
も
の
：は.政
掀
0
免
許
を
必
耍
e 

す
'き

)

と
&
.な

.!
)
0疵

^

iri
-
l
*
屮
■
の

義

務

に

—

す

る

规 

宛
は
千
八
政
八
十
五
年
陈̂
燠
*
刺
败
»

.1
1
侬
り
.
X輝 

«
せ
唸
4
昨
る
所
^

-^
て
且
政
府：

似
鬼
湖
M

M

M

M
 

を
檢
阅
し
#

^
こ
.芩
、
せ
^
。
然
れ
ど
も
#55 .

法
は
何

等
特
別
な
る
効
染
を
打
せ.ざ
る
が
如
し
。
故
に
復
塊
土 

■
利
は
於
で
は
興
倩
所
を
設
立
せ.ん

ど

す

，
る

營

槳

密

は

千 

八

哲

八

十?£
隹

1
1对
4
-
^
<
ほ
0
條
例
に
ょ
り
て
常
該
營 

業
を
爲
ず
ポ
必
要
な
る
條
伸
を
孤
備
し
拉
之
を
爲
す
に 

.十
分
な
る
-r

般
的
及
商
槳
上
の
素
養
を#.
-
す
な
旨
を
it 

ノ
#
宫

廳

に

*

隹

せ

ざ

る

可

介

ら

.す

ビ

な

せ

、
り

0
,然

れ

ど

\

も
斯
か
る
：規
定
植
求
だ
以
て
事.の
；眞
相
に
觸
れ
な
る
も 

\

の
ヒ
云
ふ
能
は
：ざ
る
な
り
。''

I

獨
逸
に
於
て
は
.典
信
所
は
千
九
西
年
以
來
營
槳
法
第 

\

三
十
五
條
の
規
定
の
支
配
を
受
るi
、
な
り
亿
る
を
以 

T
て
從
て
此
營
業
を
爲
す
に
不
信
用
な̂:
も
の
ど
歌
齔
上 

I
思
考
甘
ら
れ
代
る
者
は
之
が
經
營
を
許
可
せ
ら
れf
 

\
然
.れ
ど
も
典
信
所
を
刺
用
也
ん
ど
す
る
實
業
.家
は
餌
ら
ノ 

j

31
*

益̂
を
擁
議
ず
る
の
途
を
知
る̂'
以
.で
、
斯
か
る
规 

ベ
定
の
實
益
亦
尠
か
る
べ
し
。
次
に
獅
逸
刑
法
典
第
打
八 

十
六
條
及
第
西
八
十
七
條
は
典
信
所
の
受
く
ベ
き
刑
法 

土
の
.貴
任
に
關
^
な
規
定
を
な
せ
.
h
y 

O
M

，之
に
據
れ
ば
他 

人
を
侮
«
す
.な
表
明
、.

〕

悔
®
に
.は
非
な
も
他
人
の
信
州 

を
®
す
る
，
不

確

餺

な

る

那

赏

を

主

‘張

し

又

は

流

布

し

た

る

時

に

剂

罰

を

課

ザ

ら

る

V
べ

し

ナ

又

風

法

第

百

九

十

|コ 

條

t
o據
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